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航
空
機
騒
音
の
状
況

　

市
内
で
は
、
厚
木
基
地
で
の
離
着
陸
な

ど
に
伴
う
航
空
機
の
騒
音
被
害
が
日
常
的

に
生
じ
て
い
ま
す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
騒
音
測
定
に
お
い

て
、
昨
年
は
年
間
１
万
３
，０
３
５
回
の
航

空
機
騒
音（
滑
走
路
北
約
1
㌖
地
点
に
お
け

る
70
デ
シ
ベ
ル

以
上
、
5
秒
以
上
の
継
続
音
な
ど
）

が
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
測
定
回
数
は
、

平
成
30
年
3
月
に
空
母
艦
載
機
部
隊
が
岩

国
基
地（
山
口
県
）へ
移
駐
を
完
了
し
て
以

降
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
以

上
の
騒
音
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す（
グ

ラ
フ
参
照
）
。

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
最
近
の

主
な
動
き

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

　

意
見
交
換

　

昨
年
7
月
17
日
、
大
木
市
長
は
米
海
軍

厚
木
航
空
施
設
を
訪
問
し
、
同
施
設
司
令

官
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

や
感
染
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
司
令
官

か
ら
は
、
日
本
の
保
健
所
と
相
互
に
協
力

し
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
大
木
市
長
は
、

市
と
同
施
設
と
が
互
い
に
連
携
し
、
感
染

拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
の
人
口
密
集
地
で
あ
る
本
市
に
所
在
す
る
厚
木
基
地
は
、
街
づ
く
り
へ
の
支
障
を
は
じ
め
、
航
空
機
の
騒
音
被
害
や
事
故

へ
の
不
安
な
ど
、
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
厚
木
基
地
で
は
、
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
空
母
艦
載
機
部

隊
の
移
駐
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
最
近
の
主

な
動
き
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ロイド・マック司令官（左・当時）と大木市長が意見交換を実施

100デシベル以上の騒音は主に米軍ジェット戦闘機の飛来による
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〇
航
空
自
衛
隊
Ｃ
２
輸
送
機
の
飛
来　

　

昨
年
5
月
14
日
、
航
空
自
衛
隊
Ｃ
２
輸
送

機
が
緊
急
的
な
輸
送
任
務
の
た
め
厚
木
基

地
に
初
め
て
飛
来
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｃ
２

輸
送
機
は
、
従
来
の
Ｃ
１
輸
送
機
に
替
わ

る
新
た
な
大
型
の
機
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
木
市
長
は
厚
木
基
地
で
そ
の
飛
来
状
況

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
今
回
の
Ｃ
２
輸
送
機
の
飛

来
時
に
騒
音
測
定
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
同
機
の
騒
音
レ
ベ
ル
は
、
現
在
厚

木
基
地
で
運
用
さ
れ
て
い
る
Ｐ
１
哨
戒
機

と
比
較
し
て
、
同
等
も
し
く
は
若
干
低
か
っ

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た（
下
表
参
照
）
。

〇
厚
木
基
地
の
新
た
な
動
き

　

昨
年
来
、
厚
木
基
地
で
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
14
・
15
日
、
習
志
野
駐
屯
地

（
千
葉
県
）に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
降
下

訓
練
に
伴
い
、
厚
木
基
地
は
、
米
空
軍
Ｃ

１
３
０
Ｊ
輸
送
機
に
陸
上
自
衛
隊
員
を
搭

乗
さ
せ
る
場
所
と
し
て
初
め
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
26
日
〜
11
月
5
日
、
嘉
手

納
基
地（
沖
縄
県
）の
米
陸
軍
ミ
サ
イ
ル（
ペ

ト
リ
オ
ッ
ト
）部
隊
が
厚
木
基
地
に
展
開
し
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
か
ら
の
防
衛
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
が
初
め
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
訓
練
実
施
に
際
し
て
、
市
は

国
に
対
し
、
安
全
対
策
の
徹
底
や
適
時
適

切
な
情
報
提
供
な
ど
を
求
め
る
と
と
も
に
、

厚
木
基
地
の
新
た
な
運
用
に
伴
う
市
民
負

担
の
増
加
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
旨
申

し
入
れ
ま
し
た
。

〇
米
陸
軍
部
隊
の
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
訓
練

　

今
年
2
月
5
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
、

米
国
本
土
の
陸
軍
部
隊
に
よ
る
化
学
・
生

物
・
放
射
線
及
び
核（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
）訓
練
が

厚
木
基
地
で
初
め
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
前
に
国
か
ら
は
、
訓
練
に
伴
う
危
険
物
な

ど
の
持
ち
込
み
は
な
く
、
基
地
周
辺
の
生

活
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
騒
音
・
振
動

な
ど
は
発
生
し
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
際
、
市
は
国
に
対
し
、
厚
木

基
地
の
新
た
な
運
用
に
伴
う
市
民
負
担
の

増
加
へ
の
懸
念
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
民

の
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

安
全
対
策
の
徹
底
や
適
時
適
切
な
情
報
提

供
な
ど
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

引
き
続
き
訓
練
の
実
施
状
況
な
ど
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

厚
木
基
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、
空
母
艦
載
機

部
隊
の
移
駐
完
了
に
よ
り
、
市
内
の
航
空

機
騒
音
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
厚

木
基
地
の
新
た
な
運
用
に
伴
う
市
民
負
担

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
厚
木
基
地
が
空
母
艦
載
機
の
着

陸
訓
練（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）の
際
、
い
ま
だ
に
予
備

施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国

の
住
宅
防
音
工
事
助
成
に
関
し
、
基
地
近

傍
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
象
と
な
ら
な

い
住
宅
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

今
も
厚
木
基
地
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
、
議
会
、
行
政
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会

の
要
請
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
国
や
米
側

に
対
し
、
騒
音
被
害
の
軽
減
や
基
地
周
辺

対
策
の
拡
充
と
と
も
に
、
厚
木
基
地
が
所

在
す
る
こ
と
で
本
市
や
市
民
が
強
い
ら
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
に
対
す
る
適
切
な
補

助
・
支
援
を
求
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
県

や
周
辺
市
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
厚

木
基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
と
市

民
負
担
の
解
消
に
向
け
た
基
地
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

厚木基地に展開した米陸軍ミサイル（ペトリオット）部隊

海上自衛隊の平木拓宏第４航空群司令（左）から説明を受ける大木市長

着陸時 70.6デシベル（滑走路南約500m地点）
離陸時 81.6デシベル（滑走路南約500m地点）
P1哨戒機 77.4～88.1デシベル

■C2輸送機の騒音測定結果（令和2年5月14日実施）
厚木基地に初飛来したC2輸送機
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特集　厚木基地をめぐる動向

■年間騒音測定回数（滑走路北約1㎞地点）

特集 厚木基地をめぐる動向特集 厚木基地をめぐる動向

　

一
方
で
、
現
在
も
基
地
近
傍
地
域
で
は
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
騒
音
被
害
が
続
い
て

お
り
、
ま
た
、
１
０
０
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
も
引

き
続
き
測
定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
、
今
後
も
騒
音
被
害
軽
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。




